
自主防災組織等の地域防災の人材育成に関する検討会（概要）

自主防災組織等の活動の中心となるリーダー等の担い手不足など、自主防災組織等が抱える課題を克服
し、活動の活性化を図るため、自主防災組織等のリーダー等に対するカリキュラム・教材の作成など、人
材育成の方策を検討することを目的として、平成３０年８月、防災に関する学者経験者等を委員とした検
討会を設置し、地方公共団体が行う自主防災組織等の人材育成を支援するための実務的な検討を進めてき
た。

検討の背景・目的等

自主防災組織等のリーダー等に対する標準的な教育・訓練のカリキュラム等に関すること

検討事項

座長 室﨑 益輝 （兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長）
委員 吉川 肇子 （慶應義塾大学商学部教授）

黒田 洋司 （一般財団法人消防防災科学センター研究開発部長兼統括研究員）
阪本真由美 （兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授）
永田 宏和 （特定非営利活動法人プラス・アーツ理事長）
西藤 公司 （一般財団法人日本防火・防災協会理事長）
宗片恵美子 （特定非営利活動法人イコールネット仙台代表理事）

委員

（敬称略）

○平成３０年度 ○令和元年度
第１回 平成３０年８月２０日 第５回 令和元年８月７日
第２回 平成３０年１２月１４日 第６回 令和元年１１月１１日
第３回 平成３１年１月３１日 第７回 令和元年１２月９日
第４回 平成３１年３月２８日 第８回 令和２年３月１９日

検討経過



・自主防災組織の育成に携わる担当者が、主に結成しはじめの組織や長期間活動していないような組織に
対して、自主防災組織のリーダーを育成するために活用することを念頭に置いて作成。

・自主防災組織の活動をする上で、学習することが望まれる項目を網羅的に記載するとともに、学習項目
の体系等を一覧的に理解できるよう、「カリキュラムの全体像」を記載。

・学習項目ごとに「学習項目の概要」、「学習のねらい」、「学習内容（メニュー）例」を区分けして記
載。

・上記の「教育・訓練カリキュラム」の中から、研修プログラムを企画する際の参考として「研修プログ
ラム例」を作成。

・結成しはじめの段階及び長期にわたり活動が行われていない組織を念頭に、
「１．防災リーダーの役割／住民（構成員）の自助意識を高めるには」
「２．災害から住民の命を守るには」
「３．避難所の運営を円滑に進めるには」
の３つのテーマを設定し、それぞれ半日程度の研修会を想定して作成。

・上記の「研修プログラム例」に基づいた研修会を想定した「研修教材」を作成。
・座学だけではなく、ワークショップも多く採用。
・研修講師が、自主防災組織の活動状況や地域の状況等に応じて「研修教材」の内容を作り変えてもらう

ことを想定。

自主防災組織等の地域防災の人材育成に関する検討会報告書（概要）

自主防災組織のリーダー育成のための教育・訓練カリキュラム

研修プログラム例

研修教材
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■■市に想定されている地震の被害

9

震度分布図を

貼り付けて下さい

（事例を貼っておく）

想定地震
• ■■地震 （震源： マグニチュード： 最大震度： ）

主な被害
• 人的被害（死者●●名、負傷者●●●名）

• 物的被害（建物倒壊、火災、液状化、土砂災害）

「地震災害」と「風水害」の２種類がありますので、説明する方が、地域
の実情に合わせて、適宜選択してご利用下さい。
また、本スライドの赤枠の内容は、研修を行う地域で発生が想定され
ている地震についての被害想定の図等に置き換えて下さい。本スライ
ドでは、首都直下地震の震度分布図を例示しています。
研修会の受講者や規模にあわせて、被害想定の図等を用意して下さ
い。

首都直下地震等による東京の被害想定より引用  

 

【補足説明】 
• 本スライドの赤枠の内容は、研修を行う地域で発生が想定されている地震の

被害想定の情報に置き換えて下さい。 
 
• 自地域で想定されている地震（想定地震の名称、震源、マグニチュード、最

大震度）と被害の概要を説明します。 
 

研修教材（一部抜粋）研修プログラム例 テーマ１
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